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Weekly Bulletin 
 

 

 

「仲間を増やして、強いクラブを作ろう」（古河東 RC 会長 柿沼利明） 
BE THE INSPIRATION “元気な一歩、共に成長するクラブの力”（RID2820 ガバナー 大髙司郎） 

「The Magic of Rotary（ロータリーのマジック）」（2024-25 年度 RI 会長 ステファニー・A・アーチック） 
 

 

2024年7月9日（火） 第２１69回例会 

会員卓話 

「新年度の抱負」① 各委員長リレースピーチ 

五大奉仕委員長 
 

会場：古河商工会議所 ３階 ／ １２時３０分 点鐘  （※理事会 11 時～） 

 

 

会長の時間（2） 柿沼 利明 「ロータリーのビジョン」  

ロータリークラブの会員は、入会すると、定款・細則を遵守し、①毎週の例会に一定基準以上出席（他のク

ラブ等へのメークアップ制度有）し、②所定の会費等を納入し、③月刊誌「ロータリーの友」を購読するとい

う 3つの義務があります。・・・永遠の奉仕を目指して、クラブを活性化し、そして「仲間を増やして、

強いクラブを作りましょう」。 

 

  
 

■2024 年 7 月 2 日・第 2168 回例会記録 

◆プログラム 

昼食 担当：お食事処 静 

点鐘 会長 柿沼利明 

ロータリーソング  君が代・・奉仕の理想・・バースデイ

ソング・（ソングリーダー：山本健一、オーディオ担当・：

酒井慎介） 

ご来訪ロータリアン・お客様 古河東 RC特別代表・・岩

﨑清様／第４分区ガバナー補佐・小林隆一様、セクレ

タリー・・小林正典様／古河 RC会長・・間下保様、幹事・・

伏木利光様／古河中央 RC 会長・草場昭二様、幹事・

岡安利夫様／古河 RC・・岩﨑聖一様／米山奨学生・・紀雪

晗様・（東芸術大学学）／古河地区 RAC会長・鈴木稜様 

 
小林隆一ガバナー補佐、小林正典セクレタリー 

▶小林隆一ガバナー補佐からのメッセージ 第４分区の

各クラブと地区の橋渡し役として尽力します。地区ガ

バナースローガンは「BE・THE・INSPIRATION・“元気な

古河東ロータリークラブ 2024－2025 年度 
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一歩、共に成長するクラブの力“」。クラブの力はまず

会員増強から。「各クラブ会員数純増２名」を地区目標

として掲げます。My・Rotary を活用した情報共有を図

ります。メークアップを奨励します。10 月 27 日の笠

間神社でのポリオ根絶啓蒙イベント（地区行事）にも

協力をお願いします。 

セレモニー 

⑴  月初めのお祝い（親睦活動委員長 森敏夫） 

７月生まれの皆様おめでとうございます      ／松本

幸子会員、三田浩市会員、海老沼堯会員／今年度は、

生まれたその日の新聞記事を贈呈。

 

⑵ 米山奨学金贈呈：紀雪晗さんへ 

委員会等報告  

⑴ プログラム委員会（副委員長 小倉郁雄） 

 ７月の例会プログラムをご確認ください。 

⑵ 会員増強委員会（委員長 高橋采子） 

 各会員は「新会員候補者リストアップ」用紙に新会

員として推薦する方を記入し、7月 16 日の例会までに

高橋委員長に提出してください。 

出席状況報告 出席委員長 福富好一 

第 2168 回（7 月 2 日）会員数（名誉会員除く）41 名

／出席計算に用いた会員数 41 名／出席又は Make-up

会員数 32 名／出席率 78.04％ 

スマイル報告 スマイル委員長 古谷弘之 

投函者：・（お客様）小林隆一様、岩﨑清様・聖一様、間

下保様、伏木利光様、草場昭二様、岡安利夫様・（会員）

石川、板橋、井上、海老沼、小倉、柿沼、桑原、小林、

小森谷、近藤、齊藤、酒井、坂田、佐藤、佐谷、杉岡、

須永、高橋、武澤、中村、福富、古谷（弘）、星野、松

井、三田、森、山崎 PDG、山本（総計 35 名） 

投函金額・121,453 円（前年度ガバナー補佐活動費余

剰金を含む）／投函累計額・121,453 円 

本年度目標額 2,000,000 円 達成率 6.07% 

幹事報告 井上学幹事（下記参照） 

卓話 ・「会長・幹事所信表明」会長 柿沼利明／幹事・

井上学 

点鐘 会長 柿沼利明 

◆幹事報告  幹事 井上学 

1 月信・書類整理用ファイル配布（会員各 1 冊ずつ） 

2 引き続き、ロータリー手帳配布中。 

3 委員会編成表が変更されました（持ち回り理事会で

承認）。本日より配布。 

4 古河東 RC メーリングリスト利用規約改訂（７月１

日施行）。本日より配布。 

5 本例会（７月２日）後、クラブ現況報告書作成会議

開催（メンバー：直前並びに現会長幹事、松井、石川）。 

 

◆卓話 「会長・幹事 所信表明」 

⑴ 会長所信表明 会長 柿沼利明 

 

 

 

 

 

 

 2019 年、国際ロータリー（RI）は「ロータリーの行

動計画」のもと、「ロータリーのビジョン声明」（私た

ちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、

持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り

合って行動する世界を目指しています。）を掲げました。

そして、以後 5 年間の活動指針として、①より学きな

インパクトをもたらす、②参加者の基盤を広げる、③参

加者の積極的なかかわりを促す、④適応力を高めると

いう四つの優先事項が定められました。 

各クラブは、四つの優先事項を踏まえ、五つの中核

的価値観を尊重し、四つのテストを実践し、ロータリ

ーの目的である奉仕の理念を奨励してきました。 

 しかし、この５年で当クラブは、衛星クラブを除く

会員が 54 名から 41 名へと 13 名の純減(増員 9、退会

22)となりました。これを危機と捉え、より一層クラブ

奉仕に力を注ぎ、仲間を増やして奉仕の機会を作り、

永遠の奉仕を目指して、地域に馴染んだ活発で強いク

ラブを作り上げたいと思います。 

DEI を重視し、「ロータリーのマジック」(アーチッ

ク RI 会長テーマ)で、よりインパクトある奉仕プロジ

「仲間を増やして、強いクラブを作ろう」 

「永遠の奉仕を目指して」 

まずはロータリーのかかわり合いから 
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ェクトを実行します。 

そして、「BE・THE・INSPIRATION・“元気な一歩、共

に成長するクラブの力”」(学髙ガバナースローガン)

により、｢入ってよかった、いてよかった｣といえるク

ラブの創造に邁進します。 

＜クラブ奉仕として＞①会員純増目標 5 名。9 月まで

に各会員が最低 1人の推薦書を提出する（KHZプロジ

ェクト発足）②出席率向上策（メイク奨励、家庭集会）

③いちご会継続④｢入ってよかった、いてよかったロー

タリークラブ｣について会員アンケート⑤ワンディホ

スピタリティ実施⑥クラブ奉仕にDEI を導入・（ソング

リーダー全員担当制など）⑦小山南 RC との交流継続

⑧公共イメージ向上推進⑨クラブ公式 LINE 復活⑩衛

星クラブとの協力⑪年間スマイルあんたが学将（賞）

⑫例会場後方に談笑スペース設置⑬ロータリーの目的

or 四つのテスト唱和⑭会報制作の負担軽減 

＜奉仕プロジェクトとして＞①職業奉仕事業～古河市

内中学、高校への道徳出前講座、同中学生の職場体験、

職場訪問、家庭集会②社会奉仕事業～古河市出身著名

人を招いてのイベント共催、使用済切手収集、よかん

べ祭り絵手紙展、AED寄贈、英語カルタ活用③国際奉

仕事業～ワンディホスピタリティ・ウィンタ－フェス

ティバル参加、この指とまれ・・国際学会参加(カルガリ

ー)④青少年奉仕事業～ダメ、ゼッタイ運動、RACへの

協力、地区のポリオ根絶プロジェクト・ライラ参加、

古河市学童野球学会、市内小学校への寄贈⑤R 財団と

して～年次寄付 150$、ポリオ・プラス基金 30$、ベネ

ファクター１人以上、PHS１人維持、PPS１人以上⑥

米山奨学会～普通寄付 5,000 円と特別寄付 20,000 円、

奨学生との交流、卓話依頼 

⑵ 幹事所信表明 幹事 井上学 

１.・ 幹事の役割 

幹事の役割は、クラブの運

営を円滑にし、メンバーがよ

り良い体験を得られるよう

にサポートしていくことで

あると考えます。 

２．私の仕事 

障がい児のデイサービス、

埼玉２事業所、千葉１事業所、茨城２事業所を運営。

役職は取締役で、作業療法士でもあります。事業の戦

略立案、支援方法立案、人材育成などを行っています。

仕事内容は、児童への療育です。思いやりや愛、コミュ

ニケーションスキルや社会性を教えています。部下は

40 名前後ですが、人間関係良好で素直、向上心のある

良き仲間たちです。地域からいただく評判も上々で、

仕事が楽しくてしょうがないです！ 

3．私の強み 

この仕事で培ってきた私の強みであるリーダーシッ

プとマネジメントの力を活かして、幹事の仕事を全う

したいと考えています！ 

4．柿沼年度の目標 

 ⑴ 組織の成功循環モデル 

 
 組織を成功に導くには、・「結果」から入るのではなく、

まずはお互いに尊重し、一緒に考え、関係の質を高め

ることから始めるのが重要です。 

 ⑵ 柿沼年度のクラブスローガン 

 柿沼年度のスローガンやサブタイトルにのっとり、

今年度は、関係の質を高めること＝「かかわり合い」

から始めます。 

 ⑶ 「かかわり合い」の学切さ 

 他者との関わり合いがその人にもたらす幸福感を

「オキシトシン的幸福」といいます。これは、・「達成感」

などから得られる「ドーパミン的幸福」とは異なり、

逓減しにくい＝長続きする幸せといわれます。 

 ⑷ 柿沼年度戦略計画の概要 

 柿沼年度では「かかわり合い」を重視し、①メイク

奨励策の実施、②家庭集会の実施、③より充実したプ

ログラムを考案し、各会員の負担を軽減しつつ、参加

者の積極的な関わりを促します。例会場後方では、例

会前の談笑・情報交換スペースを作ります。 

さらに、④「ロータリーの目的」等の唱和、⑤会員

維持のための諸施策、⑥従来型広報の充実、⑦新しい

形の広報（SNSや LINE 公式アカウントの活用）にも

力を入れます。 

 

 
例会に出席し、大いに語り合う一年にしましょう！ 
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■今後の予定 

日程  会場  内容  

第 2170回 

7 月 16 日(火) 

古河商工会議所 

３Ｆ 

理事会（例会場 11 時～） 

会員卓話 

「新年度の抱負」② 各委員長リレースピーチ 

お弁当/幸ずし 

第 2171回 

7 月 23 日(火) 

古河商工会議所 

３Ｆ 

会員卓話   

「新年度の抱負」③ 各委員長リレースピーチ 

お弁当/喜楽飯店    ※「ロータリーの目的」唱和 

第 2172回 

7 月 30 日(火) 

 
第 5週につき休会（クラブ細則第 5 条第 2 節(a)） 

第 2173 回 

8 月 6日(火) 

古河商工会議所 

３Ｆ 

月初めのお祝い 8 月生まれの方 

卓話「会員増強月間に因み」会員増強委員長 髙橋采子 

第 2174 回 

8 月 13 日(火) 
 法定休会（旧盆） 

地区行事等  

7/6 

（土） 
クラブ奉仕研究会 

8/6 

(火) 
My Rotary勉強会 

7/13

（土） 
ロータリー財団研究会 

8/25 

(日) 
米山合同セミナー 

7/20

（土） 
奉仕プロジェクトチームセミナー 

  

7/28

（日） 
青少年奉仕研究会 

  

 

■会員向け連絡先 
例会欠席時のご連絡先 

▶ kesseki.rnrk@gmail.com （欠席連絡専用メールアドレス） 

▶ 又は 杉岡榮治ＳＡＡまで 

週報原稿のご送付先 

▶ kogaeast.newsletter.2425@gmail.com 又は 齊藤まで 

 

■当クラブへのお問い合わせ先（2024-2025 年度） 

 〒306-0631・ 茨城県坂東市岩井 4709 番地 柿沼利明税理士事務所内 

事務局電話：0297-36-2553  事務局FAX：0297-34-1118 

メール：aam52570@nyc.odn.ne.jp 

 

＜文責＞古河東ロータリークラブ会報 IT委員会（齊藤、松井、佐谷、小森谷、学谷） 

 
 

 

 

創立 1982 年 7 月 6 日 例会日：火曜 12 時 30 分～13 時 30 分 

例会場：古河商工会議所(古河市鴻巣 1189-4) 例会場電話：0280-48-6000 例会場 FAX：0280-48-6006 

https://kogaeast.jp 

 

◆古河東 RC 公式 LINE◆ 

LINE アプリで QR コードを読

み取り、ご登録ください。 

mailto:kesseki.rnrk@gmail.com
mailto:kogaeast.newsletter.2425@gmail.com
mailto:aam52570@nyc.odn.ne.jp
https://kogaeast.jp/

